




Why Do We Have Trouble with the Shoes We Wear?:
The Difficulty of Finding Shoes that Fit in Japan
Sayako Miura
Abstract
According to research in ergonomics and medicine, finding shoes that fit is a difficult task. 
However, it is not just the physical difficulty of matching shoes with consumers’ feet that causes 
problems. Some Japanese shoe industry players have written books for general audiences and 
have pointed out that most participants in the shoe market, including manufacturers, 
distributors, and consumers, lack an understanding of how to fit shoes. The author 
comprehensively reviews 29 of these books published since 2000 considering the contradictory 
claims in them. The results can be summarized as follows: a variety of misunderstandings leads 
to problems in finding shoes that fit. This academic research on the Japanese shoe industry will 
help consumers find shoes that fit and thus avoid pain.


























































































出版年 著者 所属・肩書 タイトル 出版社
1 2019 アシックス　スポーツ工学研究所 靴メーカー 究極の歩き方 講談社
2 2019 今倉章 医者 靴が人を不健康にする 希望出版社
3 2019 新保泰秀 柔道整復師 図解　靴底の減り方でわかるカラダ診断 主婦の友社
4 2019 福岡宜子 ペドーシスト（足矯正義肢） 転ばぬ先の “足”　“ババ先生” が教える足をいたわり人生を謳歌する 40 のヒント
ディスカヴァー・
トゥエンティワン
5 2018 かじやますみこ ノンフィクション作家・放送作家 健康長寿は靴で決まる 文藝春秋
6 2018 西村泰紀 靴コンサルタント 痛い靴がラクに歩ける靴になる 主婦の友社










9 2016 西村泰紀 靴コンサルタント その靴，痛くないですか？　あなたにぴったりな靴の見つけ方 飛鳥新社
10 2015 足と靴と健康協議会（編） NPO（シューフィッター養成） 足と靴と健康を考える　シューフィッターの小さな奇跡 繊研新聞社
11 2013
（株）アシックス　スポーツ 
工学研究所（編著） 靴メーカー おもしろサイエンス　足と靴の科学 日刊工業新聞社
西脇剛史（監修） 工学博士
12 2012 塩之谷香 医学博士（整形外科） 足のトラブルは靴で治そう　ようこそ足と靴の外来へ！　第 2 版 中央法規出版
13 2011 呉本昌時 靴メーカー・小売 人生を楽しくする　大人の女の靴選び 幻冬舎
14 2011
塩之谷香（監修） 医学博士（整形外科） NHK あさイチ　女性の大敵！　足のトラブル






16 2010 飯野高広 服飾ジャーナリスト 紳士靴を嗜む　はじめの一歩から極めるまで 朝日新聞出版





19 2007 竹川圭 ファッション・エディター 紳士　靴を選ぶ 光文社
20 2007 石塚忠雄 医師（整形外科） さようなら足ブス　今日からはじめる！らくらくフットケア 山海堂





23 2005 田澤賢次 医師 裸足の抱擁 冬青社
24 2004 加藤一雄・山本宏 NPO（シューフィッター養成） 上級シューフィッターが教える　靴選びで健康になる本 キクロス出版
25 2004 服部浩之 靴小売 足美人になる靴選び 三水社






28 2002 加藤知生 理学療法士 足のストレスを脱ぎ捨てる本　フットケアと靴選びでリフレッシュ 旬報社












4． 近年の実状を明らかにするという目的に照らし，116 冊のうち，2000 年以降の 53 冊のみを残した。
5．53 冊に目を通し，靴と健康の関係を扱った本に絞り込んだ。最終的に 29 冊が対象となった。



























人は歩くとき，踵から着地し，踵にのった体重を，小趾（第 5 趾，小指）の付け根を経て母趾（第 1
趾，親指）の付け根に移動させる。このとき，足の指は身体がふらつかないように地面を踏みしめる。





























 6　「女性のほぼ 9 割は多かれ少なかれ開張足の傾向があ」る（高山，2014，p. 84）。
 7　卵とニワトリの関係のように，外反母趾が先か，開張足・偏平足が先かは分からない（内田，2003，p. 67）。
外反母趾は女性に多い病気だが，男性にも子どもにもみられる（召田，2017，pp. 53-54； 田中，2010，p. 19； 柴田，












































































































2012，pp. 25-26； 内田，2009，p. 70）。そのため，カウンター（月型）と呼ばれる芯が踵部分には入って
いる。
薄く柔らかい底では，足は支えられず，歩いたときの衝撃を足裏が受け，足・足裏が疲労する（加





される（Rossi ＆ Tennant, 1984，邦訳書 pp. 99-100）。
─（25）─















い（加藤・山本，2004，pp. 35-36； 小林，2017，p. 95； 真喜屋，1997，pp. 63-64； 柴田，2007，p. 57； 塩之谷，






























2019，p. 52； 加藤・山本，2004，pp. 36-38； 呉本，2011，pp. 28-30； 久世，2006，p. 160； 真喜屋，1997，pp. 
























究所，2019，p. 18； 久世，1999，p. 150，2006，p. 148； 塩之谷，2012，p. 7）。しかも，左と右でも大きさ・





































































日本では，靴のサイズの規格として，「JIS S5037 靴のサイズ」が定められている19。JIS で規定
されているのは，足長と足囲である（図 2）。E や EE の表示は，足囲を表している。足長は 5 mm 等
差，足囲は 6 mm 等差になっている。
19　靴のサイズ JIS は，1977 年から 1980 年に通商産業省が業界団体全日本履物団体協議会に委託した「靴型基
準作成のための調査研究」によって行われた全国 10 か所，約 1 万人の足型調査をもとに設定されたものであ
る。1983 年 8 月 1 日制定され，1998 年 8 月 20 日に改正されている。（日本規格協会ウェブサイト，「JIS S5037：











ーやブランドごとの思想や経験，技術が反映される。この結果，例えば同じ足長 23 cm，足囲 E の人
に向けた靴であっても，メーカー，ブランドごとに靴型の大きさと形は多様になる20。
さらに，同じ靴型をもとにしてデザインを変えただけでも，履き心地，場合によっては足への適合
サイズが異なることがある（福原，1997，pp. 88-89； 大塚，1991，pp. 82-84）。
その上，同じ靴型・同じデザインであっても，履き心地が異なることもある。靴の主材料である天
































ズとその周辺しかつくられていない（呉本，2011，p. 68； 塩之谷，2012，pp. 38-89）。その上，幅のバリ
エーションはつくられないのが普通である（かじやま，2018，p. 73； 中島，2011a，p. 11； 内田，2003，
p. 90，2009，p. 36）。男性では EE や EEE，女性では E や EE 相当の足囲の靴が主につくられ（アシッ




スポーツ工学研究所，2019，p. 19； かじやま，2018，p. 104； 加藤・山本，2004，pp. 30-31； 西村，2016，p. 
52, 82，2018，pp. 34-35； 内田，2009，pp. 40-41）。このごろ細い靴を少しはみかけるようになった，と
記載する本もあるが（西村，2016，p. 126，pp. 134-136； 田中，2010，序文； アシックス　スポーツ工学研究
所，2013，p. 134），それは，ほとんど細い靴がないことの裏返しであろう。
自らの接客経験や業界が行った大規模計測データを挙げて，日本人の足が細くなったとする主張が








23　JIS で定められた靴サイズのバリエーションは，男性では 210 サイズ（20 cm から 30 cm の 21 サイズ，足囲 A，
B，C，D，E，EE，EE，EEEE，F，G の 10 サイズ），女性では 144 サイズある（足長 19.5 cm から 27 cm の 16 サイズと，
足囲 A，B，C，D，E，EE，EEE，EEEE，F の 9 サイズ）（i/288 ウェブサイト，「ブランドストーリー」http://www.pumps 
288.jp/story/，2020 年 2 月 29 日アクセス）。
24　1977 年から 1979 年に全日本履物団体協議会が行った計測データと，アシックス　スポーツ工学研究所が

















「甲高幅広」だと信じ込んでいるか（長谷川・フット & シューズ研究会，2003，p. 57； かじやま，2018，
pp. 99-100； 西村，2016，p. 49, p. 82，2018，p. 35； 塩之谷，2012，p. 2； 内田，2009，p. 40），幅が広い靴が，
歩きやすい靴・足が疲れにくい靴だと誤解しているのがその理由である（今倉，2019，p. 55； かじやま，




















p. 20），靴は痛くて当たり前と思い込んで我慢している場合もある（かじやま，2018，p. 80； 呉本，2011，
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